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第
３
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

は
、
５
月
３０
日
か
ら
６
月
１７
日

ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
初
日
に
、
市
長
よ

り
条
例
案
件
３
件
、
補
正
予
算

案
４
件
、
そ
の
他
の
案
件
２
件
、

報
告
案
件
２
件
の
合
計
１１
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員

会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　

な
お
、
議
案
第
２４
号
に
つ
い

て
、
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
補
正
予
算
案

２
件
が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
決
算
委
員
会
と
文
教

厚
生
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
よ

り
、
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
長
よ
り
人
事
案
件

１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
概
要

同
意
案
件

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、

全
会
一致
で
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
　
　
　

  

豊
前
市
大
字
三
楽

　
　
　
　
　
　

  

濱
田　

秀
文

◎税負担が年々増大している国民健康保険税については、被保険者の負担軽減、収納率向上のため、ア
ンケート調査を実施して収納回数の変更等を検討すること。
◎市内小中学校の再編については、地域住民の意見を聴き、理解を得られるよう、説明の場をより積極
的に設けること。また、進捗状況を委員会で報告すること。

文教厚生委員会の申し入れ事項

◎専決処分ついては、前回の議会において上程できなかった理由を明確に説明すること。
◎多文化共生を推進するため、外国人が生活しやすい環境の整備と企業・地域との連携強化をしっかり
図ること。

総務委員会申し入れ事項

総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・岡本清靖
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・内丸伸一・郡司掛八千代・ 爪丸裕和
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・為藤直美・内丸伸一・秋成英人・郡司掛八千代
　　　　　　　　　・黒江哲文・平田精一・鎌田晃二・岡本清靖・爪丸裕和
議会運営委員会　　◎岡本清靖〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長

以上、申し入れました。
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　６月定例会では、５月３０日と６月１５日、１７日の予算決算委員会で「令和４年度一般会計
補正予算」の審査を行いました。委員会では、予算の細部にわたり市側に質問や指摘などを
行い、慎重に審査を行いました。

【議案第３１号】 令和4年度豊前市一般会計補正予算（第４号）

【議案第３０号】 令和4年度豊前市一般会計補正予算（第３号）

【議案第２９号】 令和4年度豊前市一般会計補正予算（第２号）

◇保育所等給食支援費補助金
◇認定農業者等物価高騰対策補助金
◇漁業従事者燃料費等高騰対策補助金
◇子育て世帯物価高騰対策支援事業
◇運輸交通事業者等支援事業
◇宇島駅前トイレ設置工事
◇学校給食費助成金（小学校）
◇学校給食費助成金（中学校）

6,750千円
5,700千円
5,100千円
41,886千円
7,513千円
39,597千円
13,970千円
7,150千円

　現在、電車料金については、重度障害者と介護者及び同行援護者の乗車券割引制度は、適用されているが、
特急料金割引制度は適用外である。
　近年のコロナ禍で生活態様が一変し、重度障害者の負担が一層増大している中、重度障害者の負担軽減が
できるよう当該者の特急料金割引制度を乗車券と同様に適用してもらいたい。重度障害者が乗降する際は、介
護者及び同行援護者が必要不可欠である。
　また駅構内・踏切内で事故が過去に発生している箇所や危険な場所については、早急に安全対策を構じるよ
う関係鉄道会社に対し積極的に働きかけを行うよう国・県へ強く要望しました。

　新型コロナウイルス感染症対応及び物価高騰対策にかかる経費について、可決しました。

◇生活困窮者自立支援金事業
◇水利施設管理強化事業
◇観光費（天狗の湯施設改修）

2,370千円
450千円
1,275千円

　国庫補助事業及び県補助事業にかかる経費、その他特に措置する必要がある経費について、可決しました。

◇住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業
◇子育て世帯生活支援特別給付金事業

36,520千円
46,458千円

　国庫補助事業にかかる経費について、可決しました。

《意見書案第4号》
重度障害者の電車特急料金割引制度の適用及び駅構内・踏切内の安全対策を求める意見書

《令和4年度一般会計補正予算の概要》

《主な事業》
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企業誘致特別委員会の経過報告

第１5回新型コロナウイルス対策特別委員会の経過報告

　企業誘致特別委員会は、市政活性化に向けて、企業誘致を促進するものです。
前回報告以降に開催された委員会の内容は、以下のとおりです。

　特別委員会は、６月１５日に開催され、執行部より、感染状況・新型コロナウイルスワクチン接種の現
状・地方創生臨時交付金事業について説明がありました。また委員からもいろいろな意見がありまし
た。主なものは以下のとおりです。

●対象者　新型コロナウイルスワクチン3回目の接種から5ヵ月が経過した方
　　　　　①60歳以上の方（対象者　約9,500人）
　　　　　②18歳以上60歳未満の基礎疾患を有する方、その他医師が重症化リスクが高いと認める方

●使用するワクチン　ファイザー社製及びモデルナ社製
●接種開始時期　　　①医療従事者の中で60歳以上の方や基礎疾患を有する方 … 7月頃～
　　　　　　　　　　②高齢者施設等の入所者及び60歳以上又は基礎疾患を有する従事者 … 7月頃～
　　　　　　　　　　③60歳以上の方及び基礎疾患を有する方等 … 8月頃～

　工業団地適地選定調査、住環境整備及び都市計画道路に関する事業の進捗状況について、
各担当部署から報告を受け、今後の委員会の対応について議論しました。

第９回（６月１７日開催）

◎新型コロナウイルスワクチン４回目接種について（豊前市実施）

◎新型コロナワクチン接種率

○新型コロナワクチン接種後に、重い後遺症があった方の把握はしているのか。
○重い後遺症があった方は、どこに相談していいのか分からないようだ。
　市報等で相談先や救済制度等があれば周知すべきである。

（6月5日現在）

1回目豊前市 2回目 3回目
９６．６５％

９２．５５％

９１．５２％

８０．３９％

１８．１９％

８４．０８％

９６．１５％

９２．５０％

９１．３７％

７９．８４％

１４．７１％

８３．５２％

９１．９１％

８９．１０％

８２．１１％

５５．９１％

　　　　０％

７０．４３％

75歳以上

65～74歳

50～64歳

12～49歳

5～11歳

合　計  
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「○」 …… 賛成　　　「●」…… 反対

「議長」 … 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

爪
丸
　
裕
和

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和4年6月定例会　議案審議結果

原案
可決

承認

承認

承認

承認

同意

原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

011○○○○○○○○○○

専決処分について（豊前市税条例の一部改正につい
て）

専決処分について（豊前市国民健康保険税条例の一部
改正について）

市道路線の廃止について

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第２号）

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第４号）

豊前市固定資産評価審査委員会委員の選任について

重度障害者の電車特急料金割引制度の適用及び駅構
内・踏切内の安全対策を求める意見書について

議　案
第22号

011○○○○○○○○○○

市道路線の認定について

専決処分について（令和４年度豊前市国民健康保険事
業特別会計補正予算　第１号）

専決処分について（令和４年度豊前市住宅新築資金等
貸付事業特別会計補正予算　第１号）

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第３号）

議　案
第23号

110○○○○○○○○●○議　案
第24号

011○○○○○○○○○○議　案
第25号

011○○○○○○○○○議　案
第26号

011○○○

○

○○○○○○○議　案
第27号

011○○○○○○○○○○議　案
第28号

012○○○○○○○○○○○議　案
第29号

011○○○○○○○○○○議　案
第30号

011○○○○○○○○○○議　案
第31号

令和４年度豊前市バス事業特別会計補正予算（第１号）

豊前市税条例等の一部改正について

011○○○○○○○○○○議　案
第32号

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

011○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○○○○○○○意見書案
第4号

011○ ○○○○○○○○○○同意案
第2号

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

欠
席
欠
席
欠
席
欠
席
欠
席
欠
席
欠
席

欠
席
欠
席
欠
席
欠
席
欠
席

議案
番号

議長
尾澤　満治

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。
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【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

 

① 

地
域
連
携
で
つ
く
る

　

  

キ
ャ
リ
ア
教
育

 

② 

教
員
の
働
き
方
改
革
か
ら

　

  

見
え
る
今
後
の
教
育

 

③ 

健
康
増
進
に
向
け
た

　

  

今
後
の
取
り
組
み

 

④ 

豊
前
市
が
取
り
組
む

　

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

 

① 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

 

② 

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

　
  

補
助

 
③ 
学
校
再
編
計
画

 

④ 
気
候
危
機
打
開
に
む
け
た

　

  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

  

実
現
へ

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

 

① 

フ
レ
イ
ル
予
防

 

② 

旅
先
納
税

 

③ 

キ
ャ
リ
ア
教
育

 

④ 

起
業
家
教
育

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の
や
り
取

り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実
際
の
や

り
取
り
と
は
異
な
り
、「
で
す・ま
す
調
」

で
は
な
く
、「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し

て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務
課
に
会

議
録
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
閲
覧
く
だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
』の一般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

梅
丸
議
員
　
旅
先
納
税
と
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
旅
先
納
税
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
で
、豊
前
市
滞

在
中
に
ス
マ
ホ
を
介
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
が
で
き
、地
域
通

貨
と
し
て
電
子
商
品
券
を
発

行
し
市
内
の
加
盟
店
で
利
用

が
で
き
、豊
前
市
の
地
域
経
済

に
還
元
で
き
る
。①
ふ
る
さ
と

納
税
を
実
施
し
て
い
な
い

90
％
の
未
開
拓
市
場
向
け
に

豊
前
に
訪
れ
た
際
に
、旅
先
納

税
を
促
し
、返
礼
金
額
を
滞
在

中
に
加
盟
店
で
利
用
し
地
域

経
済
に
還
元
で
き
る
。②
加
盟

店
の
迅
速
な
経
済
支
援
の
実

現
が
可
能
に
な
り
、
市
内
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
で
、

観
光
施
設
・
飲
食
店
・
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
お
土
産
な
ど
に

結
び
付
け
市
内
を
回
遊
し
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
と
結
び

つ
く
。③
こ
れ
は
、
地
域
通
貨

シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
て
お
り
、

地
域
通
貨
や
商
品
券
、乗
車
券

や
入
場
券
な
ど
、豊
前
市
の
利

用
可
能
な
価
値
を
電
子
化
で

き
る
仕
組
み
に
な
る
。以
上
、

３
点
の
理
由
に
よ
り
、旅
先
納

税
と
地
域
通
貨
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、執

行
部
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
課
長
　
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
拡
大
と
地
元
で

の
消
費
喚
起
、経
済
活
性
化
を

目
指
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

現
在
、
全
国
で
５
つ
の
自
治
体

が
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
、

観
光
等
で
訪
れ
た
町
に
、
ス
マ

ホ
か
ら
で
き
る
ふ
る
さ
と
納
税

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
電
子
商

品
券
を
返
礼
品
と
し
即
座
に

発
行
し
、
経
済
の
地
域
喚
起
を

実
現
で
き
る
と
認
識
を
し
て
い

る
。一
方
で
旅
先
納
税
に
取
り

組
む
場
合
、基
本
的
な
地
域
通

貨
シ
ス
テ
ム
や
地
域
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
の
か
、
事
業
者
の
理
解

と
多
く
の
参
加
・
協
力
体
制

が
必
要
と
な
る
。ま
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
な
る
こ
と
で
、精

算
手
数
料
等
、事
業
者
の
負
担

と
な
る
と
こ
ろ
が
懸
案
事
項
で

あ
る
。今
後
、
先
行
自
治
体
や

運
営
業
者
の
状
況
を
調
査
し
、

こ
の
制
度
の
理
解
を
深
め
、
関

係
課
と
協
議
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
少
し
ず
つ
観
光

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
見
据

え
、観
光
誘
致
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
大
に
向
け
て
、豊
前
市

が
先
駆
け
て
旅
先
納
税
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。特

に
自
然
の
中
で
体
験
で
き
る

観
光
な
ど
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
、寄
附
に
よ
る
更
な
る
観

光
投
資
を
見
据
え
て
も
ら
い

た
い
。寄
附
拡
大
、
地
域
通
貨

と
し
て
の
域
内
経
済
循
環
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
11
番
の
目
標
に
あ

る
、「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」の
取
り
組
み
に
も
な

る
。ぜ
ひ
旅
先
納
税
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
お
願
い
す
る
。

梅丸　晃

旅
先
納
税
に
つ
い
て
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村
上
議
員
　
昨
年
９
月
議
会

の
一
般
質
問
と
３
月
の
文
教

厚
生
委
員
会
で
取
り
上
げ
た

が
、改
め
て
今
議
会
で
も
質

問
を
す
る
。難
聴
者
支
援
の

現
状
と
補
聴
器
購
入
の
補
助

に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
い
い
こ

と
だ
」「
も
っ
と
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
っ
た

こ
と
を
聞
き
、こ
れ
は
、難
聴

で
困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
期

待
と
私
は
受
け
止
め
て
い
る
。

過
去
の
質
問
で
は
、難
聴
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
で
そ
の

後
の
生
活
や
人
生
に
与
え
る

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と

や
、難
聴
を
未
然
に
防
ぎ
、難

聴
者
を
減
ら
す
予
防
対
策
の

重
要
性
を
示
し
た
。日
本
の

補
聴
器
使
用
率
は
低
く
、補

聴
器
の
購
入
補
助
に
は
レ
ベ

ル
が
定
め
ら
れ
、難
聴
者
の
９

割
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。全
額
自

費
で
購
入
せ
ざ
る
を
得
ず
、高

す
ぎ
て
購
入
で
き
ず
に
難
聴

が
さ
ら
に
進
み
、う
つ
病
や
認

知
症
の
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
と
い
う
。住
民
の
声
に
応

え
、自
治
体
独
自
で
補
聴
器
の

購
入
費
用
を
助
成
す
る
制
度

が
広
が
っ
て
い
る
が
、豊
前
市

の
現
状
を
お
聞
き
す
る
。

福
祉
課
長
　
庁
内
で
も
制
度

の
実
現
に
向
け
て
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

村
上
議
員
　
京
築
地
区
で
は
、

み
や
こ
町
が
65
歳
以
上
の
方

で
上
限
２
万
円
の
一
部
助
成

を
行
っ
て
い
る
。全
国
的
に
も

広
が
っ
て
お
り
、
あ
る
市
で

は
、医
師
が
必
要
と
診
断
し
た

ら
片
耳
で
上
限
５
万
円
、両
耳

で
上
限
10
万
円
と
年
に
一
度

の
修
理
費
と
し
て
１
万
円
の

助
成
を
し
て
い
る
。ま
た
補
聴

器
だ
け
で
は
な
く
、痰
の
吸
引

器
や
車
椅
子
な
ど
６
つ
の
日

常
生
活
用
具
の
購
入
が
対
象

と
な
っ
て
い
て
、
福
祉
課
の
担

当
者
は
、「
必
要
だ
け
ど
国
の

制
度
や
介
護
保
険
の
対
象
か

ら
外
れ
た
方
が
救
済
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
本
当

に
良
か
っ
た
。利
用
者
や
各
方

面
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、よ

り
使
い
や
す
い
制
度
に
し
て

い
き
た
い
。」
と
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
い
た
。そ
こ
で
、
市

と
し
て
は
、い
ま
検
討
中
と
い

う
こ
と
だ
が
、市
長
の
考
え
を

お
聞
き
す
る
。

市
長
　
耳
の
不
自
由
な
方
に

と
っ
て
、
社
会
参
加
を
す
る
上

で
非
常
に
大
き
な
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
。ぜ
ひ
何
と
か
し
た
い
と
、い

ま
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。先
進
地
の
事
例
も
含
め

て
、
豊
前
市
で
ど
う
取
り
組
ん

で
い
け
ば
い
い
の
か
、
精
査
し

て
い
き
た
い
。

村
上
議
員
　
ぜ
ひ
前
向
き
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

為
藤
議
員
　
地
球
温
暖
化
対

策
の
た
め
、脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
。市
報
の
中
の
市
長
の
部
屋

に
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
の
準
備
」と
あ
っ
た

が
、福
岡
県
で
も
24
の
自
治

体
が
表
明
し
て
い
る
。京
築
管

内
で
は
、ど
の
地
域
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

生
活
環
境
課
長
　
京
築
管
内

で
は
、み
や
こ
町
・
吉
富
町
・
苅

田
町
が
表
明
し
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
温
暖
化
は
、大

災
害
を
も
た
ら
し
、海
面
の

温
度
が
上
昇
す
る
こ
と
で
海

の
生
物
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、

食
物
の
影
響
は
人
的
影
響
に

も
つ
な
が
る
。持
続
可
能
な
豊

前
市
で
あ
る
た
め
に
、早
急
に

方
針
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る

気
候
変
動
は
、自
治
体
に
と
っ

て
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
十
分
理
解
し
て
お
り
、市
と

し
て
も
世
界
の
一
員
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

為
藤
議
員
　
本
年
１
月
か
ら
、

市
報
の
シ
リ
ー
ズ
豊
前
市
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
連
載
し
て
お
り
、

一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み

事
例
と
あ
っ
た
が
、目
的
や
方

法
な
ど
、分
か
り
や
す
い
市
民

協
働
の
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
こ
と
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
今
後
、具
体
的
な

取
り
組
み
に
市
民
一
人
一
人
が

参
加
で
き
、考
え
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
を
提
供
し
、一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
一
人
一
人
が
参
加

で
き
、参
加
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。豊
前
市
全
体

の
清
掃
活
動
や
チ
リ
紙
交
換

の
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど
、ご

み
問
題
、環
境
問
題
こ
そ
が
、

市
民
協
働
で
で
き
る
取
り
組

み
な
の
で
は
な
い
か
。カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
皮

切
り
に
、市
民
参
加
型
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
が
、市

長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、脱
炭
素
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。環
境
改
善
の
た
め
、ど

の
よ
う
に
具
体
的
な
道
筋
を

付
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、そ
の
準
備
を
し
て
き
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱

炭
素
を
市
の
大
き
な
目
標
と

し
て
掲
げ
、そ
の
宣
言
を
す
べ

き
日
が
来
た
と
思
っ
て
い
る
。

議
会
や
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

為
藤
議
員
　
ト
ッ
プ
が
し
っ
か

り
と
目
標
を
立
て
、し
っ
か
り

と
し
た
計
画
で
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
、も
う
一
度
は
っ
き
り
と
。

市
長
　
ど
の
よ
う
に
道
筋
を

立
て
、具
体
的
に
取
り
組
む
の

か
、幾
つ
か
し
っ
か
り
と
視
野

に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、市
民
や
議
会
と
協
力
し
な

が
ら
、市
民
参
加
に
よ
り
全
体

で
取
り
組
む
。宣
言
を
す
る
。

為
藤
議
員
　
自
然
環
境
の
素

晴
ら
し
い
豊
前
市
を
未
来
に

つ
な
げ
る
た
め
、地
域
一
体
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

為藤　直美

村上　勝二

豊
前
市
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

た
ん
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【
質
問
項
目
】

（
秋
成
英
人
議
員
） 
 

① 

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
事
業

 

② 

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

 

③ 

保
育
園
の
問
題

（
福
井
昌
文
議
員
）

 

④ 

豊
前
市
の
財
政
・
事
業
の
取
り
組
み

（
平
田
精
一
議
員
）

 

⑤ 

豊
前
市
の
諸
問
題

（
内
丸
伸
一
議
員
）

 

⑥ 

市
民
サ
ー
ビ
ス
・
防
災
・
観
光
行
政

（
黒
江
哲
文
議
員
）

 

⑦ 

市
民
対
応
業
務
の
現
状
と
対
策

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑧ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

⑨ 

市
バ
ス

 
⑩ 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応

※

　
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の
や
り
取
り
は
、
ご
く
一
部
で
す
。

※

　
文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、「
で
す
・
ま
す
調
」
で

は
な
く
、「
だ
・
で
あ
る
調
」
に
統
一
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
事
務
局
及
び
総
務
課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

閲
覧
く
だ
さ
い
。

『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い・
な
ん
と
か
し
た
い

福井　昌文鎌田　晃二

平田　精一 黒江　哲文

秋成　英人内丸　伸一

市議会会議録はこちらから

豊前市議会
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ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

秋
成
議
員
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

と
は
、人
の
外
見
を
さ
す
言

葉
で
あ
る
。ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
と
は
、医
学
的
、整
容

的
、心
理
社
会
的
支
援
を
用

い
て
外
見
の
変
化
を
補
完

し
、外
見
の
変
化
に
起
因
す

る
が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減

す
る
ケ
ア
と
定
義
し
て
い

る
。が
ん
患
者
や
が
ん
経
験

者
の
が
ん
治
療
に
伴
う
外
見

の
変
化
、脱
毛
や
爪
の
割
れ
、

手
術
痕
、身
体
の
部
分
的
な

欠
損
な
ど
に
対
し
、そ
の
人

ら
し
く
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

外
見
と
共
に
周
り
の
環
境
や

患
者
本
人
の
気
持
ち
を
整
え

る
サ
ポ
ー
ト
の
こ
と
を
言

う
。具
体
的
に
は
、医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正
パ
ッ
ド
、下

着
等
の
補
正
具
の
購
入
費
を

助
成
す
る
も
の
で
、治
療
前

と
全
く
同
じ
姿
で
は
な
く
て

も
、周
り
の
人
の
こ
と
が
気

に
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、自
分

ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
す
る
た
め
に
サ

ポ
ー
ト
を
し
よ
う
と
い
う
事

業
で
あ
る
。福
岡
県
で
は
、昨

年
度
か
ら
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
事
業
を
開
始
し
、県
内
で

は
10
市
町
が
実
施
し
て
お

り
、今
後
も
増
加
し
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、服

部
県
知
事
は
、「
県
内
全
て
の

市
町
村
に
県
の
補
助
金
を
活

用
し
助
成
制
度
を
設
け
て
、

県
と
市
町
村
が
協
力
し
て
が

ん
患
者
を
支
え
て
い
き
た

い
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

病
気
の
治
療
に
金
銭
面
や
精

神
面
で
の
負
担
も
あ
る
が
、

外
見
の
変
化
で
気
持
ち
が
沈

ん
だ
り
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
れ
な
か
っ
た
り
、そ
う
い
っ

た
方
々
が
病
気
に
立
ち
向
か

え
る
よ
う
行
政
に
で
き
る
の

が
、ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
事

業
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
で
あ

る
。豊
前
市
と
し
て
も
、こ
の

事
業
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
が
、市
長
の
考
え
を
お

聞
き
す
る
。

市
長
　
外
見
や
見
か
け
は
本

当
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

自
分
が
望
ま
な
く
て
病
気
に

罹
り
、そ
の
た
め
に
失
っ
た
も

の
、外
見
の
変
化
が
心
の
変
化

に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
。

心
身
共
に
元
気
に
明
る
く
過

ご
し
て
行
く
た
め
に
、行
政
は

そ
う
い
っ
た
方
々
の
サ
ポ
ー
ト

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。積

極
的
に
取
り
組
み
、早
く
実
施

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

秋
成
議
員
　
が
ん
医
療
の
進

歩
に
よ
り
、治
療
を
継
続
し

な
が
ら
社
会
生
活
を
送
る
患

者
が
増
加
し
て
い
る
。が
ん

患
者
や
が
ん
経
験
者
が
、治

療
に
伴
う
心
理
的
負
担
や
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

と
も
に
、社
会
参
加
を
促
進

す
る
べ
く
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の

質
）の
観
点
か
ら
も
早
期
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

豊
前
市
の
財
政・事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

福
井
議
員
　
豊
前
市
の
財
政

状
況
は
、近
年
の
経
常
収
支

が
示
す
と
お
り
、自
主
財
源

が
乏
し
い
こ
と
に
よ
り
自
由

に
使
え
る
予
算
が
非
常
に
少

な
く
、大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。税
収
は
年
々
減
り
続
け

て
お
り
、平
成
29
年
度
と
令

和
２
年
度
を
比
べ
る
と
、約
１

億
円
以
上
減
少
し
て
い
る
。人

口
の
減
少
や
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
に
よ
る
事
業
の
制
限
、ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

世
界
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
原

材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、市
内

事
業
者
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
お
り
、今
後
も
業
績
の
回

復
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

く
、市
の
税
収
の
増
加
は
見

込
め
な
い
と
思
う
が
、ど
の
よ

う
な
改
善
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

総
務
部
長
　
徴
収
率
の
向
上

や
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
充
実

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。ま
た
、歳
出
の
節
減
・
削
減

も
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

福
井
議
員
　
税
収
が
見
込
め

な
い
中
で
税
収
を
上
げ
る
手

立
て
と
し
て
、私
は
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
税
収
の
獲
得

に
一
番
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、ふ
る
さ
と
納
税

の
推
移
も
年
々
減
っ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。そ
こ
で
、ふ
る

さ
と
納
税
専
門
の
部
署
を
置

く
と
共
に
、商
品
開
発
や
生
産

者
と
交
渉
の
で
き
る
経
験
者

な
ど
の
活
用
に
よ
り
、寄
附
の

獲
得
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
ふ
る
さ
と
納
税

は
自
主
財
源
確
保
の
重
要
な

手
段
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

る
。組
織
編
成
や
人
的
配
置
な

ど
、ど
う
い
う
方
策
が
あ
る
の

か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

福
井
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

が
年
々
伸
び
て
い
る
自
治
体

も
多
数
あ
る
。豊
前
市
の
特
産

品
も
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

に
よ
り
、ま
だ
ま
だ
伸
び
る
余

地
は
あ
る
と
思
う
が
。

市
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、即

戦
力
と
な
る
人
材
の
確
保
や

民
間
へ
の
委
託
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
う
。手
を
尽
く

し
、努
力
を
し
、リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
も
思
っ
て
い
る
。豊
前
市
の

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
体
験

型
も
含
め
、返
礼
品
に
ど
の
よ

う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
、

し
っ
か
り
職
員
共
々
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

福
井
議
員
　
様
々
な
施
策
に

よ
り
、ふ
る
さ
と
納
税
を
よ
り

一
層
伸
ば
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。併
せ
て
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

も
、専
属
部
署
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
積
極
的
な
営
業
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、企
業
訪

問
な
ど
で
事
業
の
必
要
性
や

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
し
、理
解
し
て
い
た
だ

く
よ
う
対
応
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

福
井
議
員
　
先
立
つ
も
の
が

な
け
れ
ば
事
業
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
が
自
主

財
源
を
確
保
す
る
ふ
る
さ
と

納
税
、多
分
に
大
き
く
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
。今
の
豊

前
市
を
見
る
と
、お
金
が
な

い
、お
金
が
な
い
と
、市
民
に

も
そ
の
言
葉
が
浸
透
し
て
い

る
。今
、豊
前
市
に
と
っ
て
何

よ
り
必
要
な
の
は
自
主
財
源

の
確
保
だ
と
考
え
る
。ぜ
ひ
、

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
尽
力

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に

申
し
上
げ
る
。
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内
丸
議
員
　
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
汐
湯
の
里
は
、１
月
の
臨

時
会
で
廃
止
決
定
し
た
が
、利

用
客
か
ら
は
な
ん
と
か
続
け

ら
れ
な
い
か
、地
元
市
民
か
ら

は
施
設
が
で
き
た
経
緯
を

知
っ
て
い
る
の
か
、な
ど
の
意

見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。市
の
財
政
、建
物
の
老
朽

化
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
客
減

少
等
、運
営
が
厳
し
い
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、市
の
考
え

は
。

市
民
福
祉
部
長
　
昭
和
50
年

頃
、当
時
の
し
尿
処
理
場
と
ご

み
処
理
場
の
建
設
に
あ
た
り
、

地
元
協
議
の
中
で
、老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
と
い
う

約
束
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、承
知
し
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
汐
湯
の
里
を
な

く
す
な
ら
、ご
み
処
理
場
も
な

く
す
か
、よ
そ
に
持
っ
て
行
け

と
い
う
、経
緯
を
知
っ
て
い
る

方
々
の
意
見
も
あ
る
が
、市
は

ど
う
思
う
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
昭
和
50
年

当
時
か
ら
で
も
46
年
、施
設
が

で
き
て
か
ら
35
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、当
時
と
状
況
が
変

わ
っ
て
い
る
。施
設
の
老
朽
化
、

利
用
者
数
の
減
少
、公
共
施
設

の
在
り
方
等
か
ら
、最
終
的
に

廃
止
を
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。ま
た
、地
元
六
区
の
環
境

衛
生
問
題
協
議
会
に
説
明
し
、

了
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。議

会
で
の
意
見
や
利
用
者
の
意
見

な
ど
も
踏
ま
え
、利
用
者
に
配

慮
し
た
代
替
え
措
置
等
も
対

応
し
て
い
る
。い
ろ
い
ろ
な
御

意
見
は
あ
る
と
思
う
が
、御
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

内
丸
議
員
　
今
後
ご
み
焼
却

施
設
の
建
て
替
え
等
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
と
き
、今
回
取
っ
た
行
動
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
か
ね
ず
、危
惧

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。市
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
現
施
設
を

ど
う
す
る
か
を
含
め
、地
元
の

意
見
も
聴
き
な
が
ら
、し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と

思
っ
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
汐
湯
の
里
閉
鎖

の
説
明
は
、閉
鎖
あ
り
き
で
あ

り
、そ
の
よ
う
な
説
明
は
、今

後
の
市
政
運
営
に
支
障
を
与

え
る
と
思
う
。今
後
は
、計
画

的
に
話
し
合
い
、説
明
会
を
開

き
、市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、い

か
が
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
市
民
が
利

用
す
る
施
設
の
廃
止
な
ど
に
つ

い
て
は
、事
前
に
情
報
を
公
開

し
説
明
す
る
な
ど
、そ
の
手
順

に
つ
い
て
は
、今
後
十
分
に
配

慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
汐
湯
の
里
閉
鎖

に
同
意
す
る
に
あ
た
り
、天
狗

の
湯
に
囲
碁
、将
棋
、カ
ラ
オ

ケ
等
が
で
き
る
場
所
を
確
保

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
令
和

４
年
４
月
よ
り
天
狗
の
湯
の

和
室
を
市
が
借
上
げ
、無
料
で

提
供
し
て
い
る
。ま
た
、湯
船
の

高
さ
対
策
、手
摺
り
の
設
置
、

カ
ラ
オ
ケ
活
用
の
和
室
の
防

音
・
防
犯
対
策
等
の
整
備
に
つ

い
て
は
、今
議
会
に
提
案
し
て

い
る
。本
格
的
な
利
用
が
開
始

さ
れ
る
９
月
末
ま
で
に
、全
て

の
整
備
が
完
了
す
る
よ
う
努

力
す
る
。

内
丸
議
員
　
汐
湯
の
里
が
廃

止
に
な
る
ま
で
に
対
策
を
取

り
、地
元
軽
視
に
な
ら
な
い
よ

う
、し
っ
か
り
地
元
の
意
見
も

聴
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

平
田
議
員
　
現
在
、ガ
ソ
リ

ン
の
高
騰
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
円
安
の

た
め
、物
価
が
上
昇
し
て
い

る
が
、農
産
物
は
需
給
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、価

格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
容
易

で
は
な
い
。肥
料
や
農
薬
、建

築
資
材
な
ど
の
大
手
企
業
が

値
上
げ
に
踏
み
切
っ
て
お
り
、

今
後
の
農
業
に
と
っ
て
大
き

な
痛
手
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。農
業
経
営
に
対
し
て
の

支
援
策
が
あ
る
の
か
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

農
林
水
産
課
長
　
燃
料
費
や

資
材
費
な
ど
の
上
昇
に
対
し

て
、国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
農
業
者
の
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。

平
田
議
員
　
福
岡
県
議
会
で

も
農
業
者
支
援
の
動
き
が
あ

る
。県
や
国
の
動
向
に
つ
い

て
、し
っ
か
り
情
報
を
掴
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。次
に
、化
学

肥
料
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

高
騰
す
る
化
学
肥
料
に
つ
い

て
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃

焼
灰
を
カ
リ
ウ
ム
肥
料
に
再

利
用
す
る
動
き
が
あ
る
。豊

前
市
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
あ
り
、再
利
用
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

農
林
水
産
課
長
　
燃
焼
灰
の

肥
料
等
へ
の
活
用
は
、品
不
足

の
解
消
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
に
つ

な
が
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
で
あ
る
と
思
う
が
、ま
だ
研

究
段
階
で
あ
り
、今
後
の
動
向

を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

市
長
　
大
量
生
産
・
大
量
消

費
に
よ
る
環
境
問
題
を
含
め

た
負
の
部
分
が
表
面
化
し
、ご

み
を
資
源
と
し
て
見
直
す
風

潮
に
な
っ
た
。し
尿
処
理
場
の

汚
泥
な
ど
も
含
め
て
幅
広
く
、

ま
た
最
新
技
術
の
活
用
に
目

を
向
け
て
い
き
た
い
。

平
田
議
員
　
食
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
、日
本
は
常
に
外

国
に
頼
り
過
ぎ
て
い
る
。今

後
は
小
さ
い
自
治
体
で
も

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。次
に
、肥
料
に
つ

い
て
お
伺
い
す
る
。報
道
に
よ

れ
ば
、稲
作
肥
料
の
中
に
は

肥
料
が
効
率
よ
く
回
る
よ
う

に
す
る
た
め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
包
ん
で
い
る
も
の
が
あ

り
、そ
れ
が
河
川
に
流
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、海
洋
汚
染

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。こ
の
肥
料
に
つ
い

て
は
利
用
者
が
多
く
、使
用

を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、利
用
者
は
そ
の
事
実

を
知
識
と
し
て
持
つ
べ
き
こ

と
で
あ
る
と
思
う
が
、市
と

し
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

農
林
水
産
課
長
　
現
在
、肥

料
メ
ー
カ
ー
で
は
環
境
に
配

慮
し
た
肥
料
の
開
発
を
進
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

利
用
者
に
は
河
川
へ
の
流
出

を
抑
え
る
対
策
を
呼
び
掛
け

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。市

と
し
て
も
肥
料
の
開
発
状
況

等
の
把
握
に
努
め
、随
時
農
業

者
の
方
に
情
報
発
信
を
行
い

た
い
。

平
田
議
員
　
海
洋
汚
染
は
、

巡
り
巡
っ
て
全
部
人
間
に

返
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
り
、知

識
不
足
は
決
し
て
い
い
こ
と

で
は
な
い
。今
後
し
っ
か
り
広

報
し
て
い
た
だ
き
た
い
。最

後
に
、ふ
る
さ
と
納
税
の
サ

イ
ト
が
棚
田
地
域
の
活
性
化

に
協
力
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。棚
田
保
全
地
区
の
あ
る

豊
前
市
を
売
り
込
む
た
め
、

棚
田
米
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

豊
前
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス・防
災・観
光
行
政
に
つ
い
て
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黒
江
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
生
活

困
窮
者
が
全
国
的
に
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。豊
前
市
で
は
生

活
困
窮
者
の
増
減
の
数
値
な

ど
、
現
状
把
握
や
分
析
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
市
に
寄
せ
ら
れ

た
生
活
困
窮
に
関
す
る
相
談

件
数
に
関
し
て
は
、
令
和
２
年

度
で
は
、
２
５
３
件
で
延
べ
１

２
３
６
回
、
令
和
３
年
度
で
は
、

１
１
０
件
で
延
べ
８
８
０
回

と
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
影
響
が

大
き
く
出
て
い
る
と
分
析
し

て
い
る
。

黒
江
議
員
　
生
活
困
窮
者
に

対
し
、
国
や
県
は
様
々
な
支
援

制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
制
度
を
活
用
で
き
な
か
っ

た
案
件
の
件
数
等
を
把
握
し

て
い
れ
ば
確
認
し
た
い
。

福
祉
課
長
　
正
確
な
数
字
が

き
っ
ち
り
出
せ
な
い
状
況
で

あ
る
。

黒
江
議
員
　
資
料
で
は
、社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
で
一
番
多
い
の
は
や
は

り
収
入
、
生
活
費
の
悩
み
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。理
由
と
し
て

は
、
解
雇
な
ど
で
職
を
失
っ
た

こ
と
に
よ
る
経
済
的
困
窮
や

社
員
寮
か
ら
の
退
出
、
失
業
を

原
因
と
し
た
引
き
こ
も
り
と

い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で

あ
る
。先
進
事
例
と
し
て
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

制
度
に
当
て
は
ま
ら
な
い
困

窮
者
の
支
援
が
重
要
と
思
う

が
、
そ
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
豊
前
市
ま
た
は

周
辺
に
お
い
て
活
用
可
能
な
、

公
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
得
な
い

社
会
資
源
の
把
握
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

黒
江
議
員
　
制
度
に
当
て
は

ま
ら
な
い
困
窮
者
へ
の
支
援

を
行
政
が
積
極
的
に
行
う
べ

き
で
あ
り
、
豊
前
市
も
市
民
対

応
業
務
と
し
て
、
生
活
保
護
に

な
ら
な
い
よ
う
な
自
立
支
援

対
策
が
重
要
か
と
思
う
。そ
の

た
め
に
も
支
援
策
と
し
て
、
住

居
と
仕
事
の
セ
ッ
ト
と
い
う

考
え
方
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、

仕
事
を
探
す
ま
で
の
困
窮
者

の
た
め
の
住
宅
貸
付
制
度
、
ま

た
就
労
支
援
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
い
ろ
い
ろ

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ど
う

い
っ
た
対
応
が
で
き
る
の
か

を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

黒
江
議
員
　
生
活
困
窮
者
に

対
し
、
制
度
で
賄
え
な
い
と
こ

ろ
を
支
援
し
て
い
る
団
体
と

し
て
、
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
が
あ
る
。ま
た
、
豊
築

地
区
で
は
自
立
支
援
協
議
会

も
あ
る
。そ
し
て
ま
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

制
度
に
当
て
は
ま
ら
な
い
問

題
は
、
官
民
の
連
携
で
救
え
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

総
務
部
長
　
弱
者
の
方
々
に

は
、
何
ら
か
の
手
を
差
し
伸
べ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
、
先
ほ
ど
の
レ
ス

キ
ュ
ー
も
含
め
て
、
何
ら
か
の

連
携
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

黒
江
議
員
　
職
員
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

制
度
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
こ

ろ
に
対
し
、
新
た
な
独
自
施
策

を
生
み
出
す
に
は
、
時
間
と
努

力
が
必
要
と
思
う
。前
向
き
で

積
極
的
な
職
員
を
育
て
、
市
民

を
支
え
ら
れ
る
行
政
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

鎌
田
議
員
　
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
、日
々
の
生
活
に
お
い
て

様
々
な
理
由
で
困
っ
て
い
る
高

齢
者
を
養
護
す
る
高
齢
者
施

設
で
あ
る
。こ
の
施
設
は
、行

政
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

の
み
入
居
で
き
る
が
、社
会
保

障
費
用
の
増
大
な
ど
が
原
因

と
な
り
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

措
置
を
控
え
る
所
も
出
始
め

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、

措
置
入
所
も
補
助
金
設
定
が

大
き
く
見
直
さ
れ
、経
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、高
齢
者
が
本
当
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の
点

で
、行
政
の
対
応
は
大
変
重
要

に
な
る
。豊
前
市
の
入
所
判
定

の
審
査
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
豊
前

市
施
設
入
所
判
定
委
員
会
を

設
置
し
て
お
り
、入
所
申
込
者

が
い
る
場
合
は
、毎
月
１
回
、判

定
委
員
会
を
実
施
し
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
申
し
込
み
が
あ
っ

て
動
く
の
で
は
な
く
、定
期
的

に
判
定
委
員
会
を
開
き
、入
所

措
置
に
す
べ
き
方
の
掌
握
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。特
に
豊
前

市
で
は
、先
進
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
、高
齢
者
見
守
り
社
会

参
加
促
進
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、個
別
訪
問
に
お
け
る
聞

き
取
り
等
か
ら
支
援
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
ぎ
、連
携
を
と
り
、日
常
的

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。こ

の
事
業
で
そ
う
い
っ
た
方
が
掌

握
で
き
て
い
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
該
当

し
そ
う
な
方
に
つ
い
て
は
、市
の

生
活
保
護
係
の
職
員
や
民
生
委

員
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
等
が
声
掛
け
を
し
て
お

り
、見
守
り
事
業
で
の
情
報
に
つ

い
て
は
、社
会
福
祉
協
議
会
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で

共
有
を
し
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
措
置
施
設
で
あ
り
、施
設

の
努
力
で
利
用
率
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

経
営
的
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
割
合
が
増
え
れ
ば
、

安
定
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
来
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
て

い
く
。経
営
的
な
問
題
に
よ

り
、入
所
す
る
市
民
に
我
慢
を

さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
し
て
お
り
、経
営
安
定
の

た
め
に
も
入
所
者
の
循
環
が

う
ま
く
い
く
よ
う
、委
員
会
で

話
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、社
会

的
孤
立
の
問
題
等
が
顕
在
化

し
て
、介
護
ニ
ー
ズ
や
介
護
以

外
の
生
活
課
題
を
抱
え
る
高

齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な

低
所
得
の
高
齢
者
に
対
す
る

地
域
の
受
け
皿
と
し
て
、養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
、ま
す
ま
す
重
大
な
も
の

に
な
る
と
考
え
ら
れ
、こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
な
取
り
組

み
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、低

所
得
者
の
将
来
の
安
心
と
な

る
施
設
で
あ
り
、連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
、市
長
に
聞
く
。

市
長
　
高
齢
に
な
り
、経
済
的

に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
方
々
に

は
、多
様
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
う
。そ

う
い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
持
ち
、支
え
て
い
く

こ
と
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
施
設
と
し
っ
か
り

連
携
を
密
に
と
り
、入
所
の
希

望
者
が
い
な
く
て
も
月
１
回
く

ら
い
は
し
っ
か
り
委
員
会
を
開

き
、弱
者
の
た
め
の
施
設
と
し

て
ず
っ
と
続
く
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
対
応
業
務
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て



企業誘致特別委員会の勉強会

議会事務局からのお知らせ

　5月16日、福岡県庁にて企業誘致特別委員会の勉
強会を行いました。福岡県商工部企業立地課立地計
画係長及び企業誘致係長より、農村地域への産業の
導入の促進等に関する法律及び福岡県内の企業誘致
の取り組み等について説明を受け、意見交換を行いま
した。今後、企業誘致など福岡県と連携を密にしていく
上で、とても有意義な勉強会となりました。

政治家の寄附の禁止（公職選挙法第199条の2第1項、第2項）
豊前市議会は、初盆参り等については、法令遵守をいたします。

　平田精一議員（議員１０年表彰）、黒江哲文議員（議
員１０年表彰）が、５月25日に東京で開催された第98
回全国市議会議長会定期総会において、市政振興に
尽くされた功績が認められ、表彰されました。

福岡県庁での企業誘致勉強会の様子

黒江哲文議員
（１０年表彰）

平田精一議員
（１０年表彰）

●編集　編集委員会
　　　　委員長：梅丸晃
　　　　副委員長：為藤直美
　　　　委員：村上勝二　 郡司掛八千代
　　　　　　　秋成英人
●印刷　築上印刷有限会社

市民の皆様、こんにちは！
猛暑の侯、コロナ禍と相いまって、市民の皆様は毎日いかがお過ごしですか。
私達、豊前市議会の活動としましては、６月定例市議会を慎重に審議、議決
し、市民活動に支障がない様、良好な議会運営に努力いたしております。こ
れからの時期、大雨等の災害に襲われる可能性がありますので、行政と協力
し、危機管理意識の強化に努め、災害に強い、災害の無い、安心安全な豊前
市の街づくりの為に最大限の努力をしてまいりますので、市民の皆様も各自
̈自分の命を守る̈ことを第一に考えていてください。これからも、市議会に
色 と々ご協力をお願いいたします。それでは、お元気でお過ごしください。

秋成　英人

9月です
次回の定例市議会は編集後記

新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡
大防止のため、傍聴については、状況によりご
遠慮いただく場合がありますので、詳しくは議
会事務局へお問合せください。
本会議については、インターネット中継をして
おります。

全国市議会議長会表彰

12●この広報誌は資源保護のため再生紙を使用しています。豊前市議会　豊前市大字吉木955 TEL82-8137（直通）

豊前市議会


